
小
中
一
貫
校

と
同
じ
手
法

和
泉
市
は
、
「
広
報
い
ず
み
」

９
月
号
で
、
「
市
立
病
院
指
定

管
理
者
選
定
委
員
会
」
（
会
長

高
杉
豊
、
委
員
６
人
）
に
よ

る
総
合
的
な
審
査
結
果
に
基
づ

き
、
「
医
療
法
人
徳
洲
会
」
を

指
定
管
理
者
の
候
補
者
に
決
定

し
た
と
報
じ
て
い
ま
す
。

和
泉
市
立
病
院
を
「
市
立
病

院
」
の
名
称
だ
け
を
残
し
て
民

間
業
者
の
経
営
病
院
と
す
る

「
指
定
管
理
者
制
度
」
の
導
入

に
対
し
て
は
、
泉
北
教
組
も
参

加
す
る
「
地
域
医
療
と
和
泉
市

立
病
院
の
充
実
を
求
め
る
連
絡

会
」
が
市
に
要
請
書
を
提
出
し
、

交
渉
（
懇
談
）
を
申
し
入
れ
て

き
ま
し
た
が
、
様
々
な
理
由
を

あ
げ
て
門
前
払
い
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
「
市
議
会
の
議
決

を
経
て
正
式
決
定
」
と
し
て
い

ま
す
が
、
左
上
の
よ
う
な
写
真

を
広
報
に
掲
載
す
る
な
ど
、
行

政
の
決
定
を
優
先
さ
せ
る
姿
勢

は
「
小
中
一
貫
校
」
建
設
決
定

と
同
じ
手
法
で
す
。

給
食
民
営
化

も
同
じ
手
法
？

   
市
立
病
院
問
題
と
同
様
に
、

学
校
給
食
の
運
営
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
「
和
泉
市
学
校
給

食
運
営
検
討
委
員
会
」
が
設
置

さ
れ
、
約
１
年
間
審
議
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
市
職
労
機
関

紙
「
日
刊
い
ず
み
」
に
よ
れ
ば
、

次
回
９
月
の
検
討
委
員
会
で
、

今
後
の
方
向
性
（
自
校
調
理
・

民
間
委
託
方
式
？
）
が
示
さ
れ

る
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
で
も
、
泉
北
教
組

の
要
求
「
セ
ン
タ
ー
方
式
や
民

間
委
託
な
ど
の
民
営
化
は
行
わ

な
い
こ
と
。
」
に
対
し
て
、
和

泉
市
教
委
は
「
こ
れ
ま
で
、
小

中
学
校
と
も
自
校
単
独
直
営
方

式
に
よ
り
学
校
給
食
を
運
営
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
多
種
多

様
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。
」
と
の
回
答
を
２

年
前
に
示
し
て
以
後
、
具
体
的

な
説
明
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

  
私
た
ち
は
、
検
討
委
員
会
で

の
論
議
を
結
論
と
せ
ず
、
も
っ

と
多
く
の
保
護
者
・
市
民
、
教

職
員
・
市
職
員
が
参
加
し
、
意

見
を
反
映
で
き
る
場
を
設
け
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。

泉
北
夏
季
教
研
を
７
月
27
日

に
和
泉
市
立
図
書
館
集
会
室
で

開
催
し
ま
し
た
。

講
座
は
、
青
葉
は
つ
が
野
小
・

中
野
和
美
さ
ん
に
よ
る
実
技
指

導
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」
と

滋
賀
大
キ
ッ
ズ
カ
レ
ッ
ジ
大
阪

教
室
代
表
・
井
川
百
々
代
さ
ん

の
講
演
「
普
通
学
級
で
で
き
る

支
援
教
育
」
で
す
。

猛
暑
日
の
暑
い
日
で
し
た
が
、

参
加
者
か
ら
は
「
大
変
参
考
に

な
っ
た
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
。
」

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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組合に加入して、｢教育基本条例」「評価・育成システム｣をなくそう！

学校統廃合と小中
一貫教育を考える
第４回全国交流集会
12月8日(日)大阪健康福祉大学

徳洲会徳田虎雄理事長に通知を手渡す辻宏康

和泉市長の写真を掲載した広報いずみ９月号。

市民の意見や議会の議決を軽視する姿勢は、

「小中一貫校」建設と同じ手法。


